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（論文審査の要旨） 
学位申請論文「The effects of viscosity of oral moisturizers and residual ridge form on the retention 
force of maxillary complete dentures」について、上記の主査1名、副査 3名が個別に審査を行った。 
 患者が使用している上顎全部床義歯を用いて、保湿剤の粘度と顎堤形態が義歯の維持力に及ぼす影響に
ついて分析を行った。その結果、保湿剤の粘度が高いほど維持力が大きくなる傾向を示した。臼歯部の顎
堤の高さ・形態と維持力には関係性は認められず、前歯部顎堤頂の位置と維持力に関係性を認めた。以上
の結果から、保湿剤の粘度と維持力に相関性があること、ならびに前歯部歯槽頂の相対的位置が維持力に
影響を与える因子であることが示された。 
 
 
本論文の審査において、副査の中村委員、弘中委員、菅沼委員から多くの質問があり、その一部とそれ
らに対する回答を以下に示す。 
 
 
中村委員の質問とそれらに対する回答： 
1．本研究で採用した維持力測定法は一般的に採用されている方法か。 
本研究で採用した維持力測定法は一般的ではなく、測定装置・測定部位など様々な方法が存在する。本
研究で採用した維持力測定装置は、チェアサイドで簡便に測定可能であり、測定方法と測定部位において
も先行研究で有用性が認められている。このような理由から維持力測定法を決定した。 
2．粘度等の種々の性状の保湿剤それぞれの使用（開発）目的は何か。 
種々の性状の保湿剤が販売されているのは、使用方法や特徴の違いで開発また使用されていると考える。
スプレー及びリキッドタイプの保湿剤は携帯に適し、簡便に使用可能という特徴がある。ジェルタイプの
保湿剤は、保湿力と持続性が高いという特徴がある。本研究は保湿剤の粘度に着目し、圧接後10秒という
短期使用において粘度の大きい保湿剤（ジェルタイプ）は、維持力も大きくなるという結果を示した。 
 
弘中委員の質問とそれらに対する回答： 
1．保湿剤を義歯安定剤として用いることの是非について自分なりの意見を説明せよ。 
義歯安定剤は、除去が困難で細菌の温床となる危険性という欠点がある。このような欠点がなく、短期
使用において維持力を上昇させるという点から、口腔保湿剤の使用を推奨できると考える。しかし、実際
に義歯安定剤の代用として推奨するには、さらなる追加実験が必要であると考える。 
2．高齢者歯科における総義歯診療は今後、どのように変化すると考えるか。 
日本の高齢者人口は、今後30年間増加を続けると推測されている。生存年数の延長により全身的既往（服 
（主査が記載） 
用薬の増加）に伴う口腔乾燥症状の増加が予測される。これにより、全部床義歯の維持は難しくなり、難
症例の増加という変化が予測できる。このような症例に対し、全部床義歯や有病高齢者の特性を専門知識
として身に付けておくことは歯科医師として非常に重要なことだと考える。 
 
副査 菅沼委員の質問とそれらに対する回答： 
1．被験者の唾液性状はどのようなものであったか。また、唾液性状が結果に与えた影響を述べよ。 
本研究では、口腔乾燥に関する検査（安静時唾液試験・サクソンテスト・口腔乾燥症の臨床診断基準・
唾液湿潤検査紙による検査）を行っている。維持力と唾液分泌量の違いに関係性は認められなかった。今
回の被験者では、唾液分泌量が少ない被験者が 2 名と少なく更なる検討が必要だと考える。また本研究で
は、各被験者の唾液性状による違いを除外するため人工唾液・口腔保湿剤の維持力は各 6回測定し、1回目
は除外している。また義歯形態と比較する維持力は、人工唾各被験者の唾液性状による違いを除外した（人
工唾液を介在液とした）維持力を使用している。 
2．後縁の設定位置は適切であったか。また、義歯にポストダムは付与されていたか述べよ。 
被験者の選択基準として、後縁の設定位置は口蓋後縁封鎖（一方の上顎結節から正中を超えて反対側の
上顎結節に至る位置）及び翼突上顎封鎖（翼突上顎切痕を通って外側へ）が正しく設定されており、ポス
トダムが付与されているレジン床義歯としている。 
 
3名の副査は、上記を含めた質問に対する回答が、いずれも満足のいくものであることを確認した。 
 
主査 高橋委員の質問とそれらに対する回答： 
1．顎堤の高さ・形態の影響を検討しているが、粘膜の厚さ・弾性の影響についてはどのように考えるか。 
社団法人日本補綴歯科学会が提示している無歯顎者の難易度分類には、粘膜の性状（厚み・硬さ）に関
する項目が含まれている。これより、粘膜の性状は義歯の維持力に関連する因子であると考えられる。本
研究のように難易度が高い程維持力が低下すると仮定すると、軟らかく薄い粘膜程維持力が低下する可能
性がある。しかし、粘膜の性状が維持力に及ぼす影響を検討している過去の研究はない。粘膜性状による
影響を明らかにするため、当講座で開発した弾性率測定装置を用いた分析を行うなど、今後の検討課題と
したい。 
2．口蓋腺からの唾液分泌が著しい患者あるいはその逆に口腔乾燥が著しい患者において、同じ結果と 
なるか。その根拠も含め答えよ。 
口蓋腺に関する過去の研究では，以下のように述べられている．口蓋腺は少量ではあるが粘稠度の高い
唾液が分泌されており，上顎総義歯の維持力には口蓋腺唾液の分泌量および性状が重要な役割を果たして
いると考えられ，介在唾液量には至適量があるとされる．口蓋腺からの唾液分泌は極めて少ないことから，
介在液の粘度に与える影響は極めて少なく，本研究のような短期使用において唾液は介在液の粘度や介在
液の量を大きく変える働きはないと考える．従って，本研究と同様の結果になると考える．また本研究で
は，口腔乾燥に関する検査を実施している．本検査では維持力と唾液分泌量の違いに関係性は認められな
かった．今回の被験者では，唾液分泌量が少ない被験者が 2 名と少なく，口腔乾燥が著しい患者が本研究
と同様の結果となるか検討するには被験者のさらなる追加が必要だと考える． 
 
 
 主査の高橋委員は、3名の副査の質問に対する回答の妥当性を確認するとともに、本論文の主張をさらに
確認するために上記の質問をしたところ、明確かつ適切な回答が得られた。 
以上の審査結果から、本論文を博士（歯学）の学位授与に値するものと判断した。 
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